















































































OnsetofConVection vz～eα α- -1/2 α--1/2
CriticalSlowlngDown 1/T～jα■ α/=-1 α/≡-1
RoutetoChaoS Qusi-periodic HiPlandtl HiPlandtlPeroddubling LowPlandtl LowPlandtl
Ⅰntermittency Dependonr -
ChaoticⅠtinerancy Lifetimeatlaminarst.at.es divergesatATcI -
CoherentChaos SpatialLong-rangeOrder如ithchaticmotion EXⅠSTS
Tra.velingWave CoexistenceofdiferentspeedSattraCtOrS EXⅠSTS
STⅠ DistributionofLaminarDomainP(L)～L-7(Onset) 7-2.Oよo.2 7-1.8
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実験と一致｡
空間的間欠性なし｡
分布p(L)のティ)I,に大きな揺らぎあり.
3(ソフト領域)周辺に停留地なし｡
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4 まとめ
ここで紹介した熱対流モデルは周期倍化､準周期運動などの多様なカオスへの分岐現象､
時間空間間欠運動､ソフト･ハード乱流遷移､パターン形成などの幅広い現象を再現し､
prandtl数依存性や統計的特徴も定性的によく一撃する｡
いろいろな自然現象に類似性があるのをみると､現象の走性的振舞いはモデルの細部
によらない普遍性を持っているのではないかと想像される｡ したがって､走性的性質を支
配しているダイナミクスを理解するためには､どのようなモデルの範囲ならばその走性
的性質を再現することができるかを明かにすることが必要である｡カップルド･マップ･
ラティスは個々の物理的要因を一つの写像として表しているため､要素を取り除いたり､
変化させたりと構成的にモデルを構築できるため虚実境界を探索する方法として有効で
ある｡実際､時間空間間欠運動は圧力のダイナミクス(流体の非圧縮性)に依存しないこ
とが､また､乱流遷移については流体を駆動する外力には依存しないことが分った｡
このように､与えられた熱対流の特徴に対してモデル族をふるいにかけ､どのようなモ
デルが生き残るかを見ることによって熱対流現象を理解できないだろうか?
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